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（2）景観形成重点地区の追加指定等の推進
●第2章で示した、4つの景観形成の基本方針を踏まえ、下表に示す5地区では、まちづくり
の進捗を捉えて、景観まちづくりを推進し、景観形成重点地区等の指定を検討していきま
す。また、下表に示す5地区以外についても、景観まちづくりへの機運が高まった場合、必
要に応じ検討の対象としていきます。

■景観形成重点地区等の追加指定を検討する地区
地区 景観特性やまちづくりの動向

蒲田駅周辺

● J R蒲田駅を中心に商店街が面的に広がり、小規模な店舗と大型小売店
舗が混在し、にぎわいのある商業拠点となっています。

● 京急蒲田駅では市街地再開発事業を控え、駅周辺の景観が大きく変わる 
ことが想定されています。

● 平成22年3月に「蒲田駅周辺地区グランドデザイン」が策定されています。

大森駅
● 大森駅東口は、駅前広場中心に商業業務施設が連なるとともに、アー
ケード街などの回遊性のある商店街があります。

● 平成23年3月に「大森駅周辺地区グランドデザイン」が策定されてい
ます。

南北崖線
池上本門寺 
周辺及び
山王周辺）

● 武蔵野台地東端の崖線の一部である南北崖線は、荏原台及び久が原台
という2つの台地に分かれており、さらに台地の間に呑川が流れている
ことから、同じ崖線沿いでも地域によって特性が異なります。

● 南北崖線に沿って、池上本門寺や馬込文士村などの歴史資源や山王周
辺などの緑豊かな住宅地が点在しています。

● 池上本門寺周辺及び山王周辺においては、地域住民によるまちづくり
が進められています。

美原通り
（旧東海道）

● 旧東海道という歴史を活かした地元商店街による景観整備の取組み
が進められています。

羽田地区
● 漁師町の面影を残し、路地と宅地内の緑が特徴的な景観をつくりだし
ています。

● 安心・安全のまちづくりとして、防災まちづくりが進められています。

（3）大規模開発における景観形成誘導
●大規模な土地利用転換である羽田空港跡地など、周辺の環境に大きな影響を及ぼす大規
模な開発が想定される場合には、区民の意見を取り入れつつ、関係事業者と区が協働し 
景観形成に取組みます。

東口周辺
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大森八景坂景観形成重点地区の追加指定に伴い、地区名称を大森駅周辺から
大森駅東口周辺に修正 及び、大森駅西口に関する内容の削除（赤枠）
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